
キーワード

ここがポイント！【研究内容】

超分子ゲルの開発と
プローブ分子による物性評価
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細胞内ではリン脂質の膜形成やタンパク質の凝集など、分子複合
体の形成が細胞活動に重要な役割を担います。このような分子複
合体の物性を測定することで、疾病や細胞活動のメカニズムを解
明できます。一方、細胞内での分子複合体の物性を測定するため
には、プローブ分子の開発が必要です。私は、細胞内でタンパク
質が形成する凝集体やリン脂質が形成する細胞膜の性質を測定・
可視化するプローブ分子の開発を行っています。さらに、生体分
子が形成する分子複合体の性質を応用して、超分子ゲルやMRI
プローブ等のマテリアルを開発する研究も行っています。
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応用分野 医療・ヘルスケア分野、材料分野
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